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本学において人を対象とする研究を実施する場合には、「埼玉大学における人を対象とする研究に関す

る倫理規則」の規定に従って、倫理委員会での承認を要することがあります。ただし、人を対象とする

研究でも、必ずしも倫理委員会への申請が必要になるとは限りません。 

研究責任者は、「国立大学法人埼玉大学における人を対象とする研究に関する倫理規則」を確認し、本

シートを参考にして倫理委員会へ研究を申請するかどうか判断してください。 

 

※倫理委員会の審査によらない場合も、研究者等は当然に、 

 ・社会的及び学術的意義を有する研究の実施 

 ・研究分野の特性に応じた科学的合理性の確保 

 ・研究により得られる利益及び研究対象者への負担その他不利益の比較考量 

 ・研究対象者への事前の十分な説明、自由意志に基づく同意を得ること 

 ・社会的に弱い立場にある者への特別な配慮 

 ・研究に利用する個人情報等の適切な管理 

 ・研究の質及び透明性の確保 

 を遵守しなければなりません。 

 

【学生が主体となって実施する研究について】 

なお、学部生、大学院生等が主体となって実施する研究については、指導教員が責任をもって倫理審査

に申請するかどうか判断してください。 

 

 

申請の要不要の判断に迷う場合は、 

埼玉大学における人を対象とする研究に関する倫理委員会担当（研究推進・国際連携課） 

までお問合せください。 

MAIL：kshinkou@gr.saitama-u.ac.jp  TEL：048-858-3010（内線：796672・796442） 

  



A-1．フローチャート 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その研究は、人から取得された試料（血液、組織、細胞など人の体の一

部）または人に関する情報（個人の思考、行動、環境、心身等に関する

情報及びデータ）を対象とするものですか？ 

その研究で使用するものは、以下の条件に当てはまりますか？ 

・研究用として広く利用され、一般的に入手可能な既存の試料・情報で

ある 

・研究者等が取得する時点で、既にいかなる手段によっても 

研究対象者が特定できない状態に加工されている試料・情報である 

（取得にあたり身体的、精神的な侵襲性がないものに限る） 

その研究は、人を対象とする生命科学・医学系研究ですか？ 

①人（試料・情報を含む）を対象として、 

・「傷病の成因及び病態の理解」や 

・「傷病の予防方法、医療における診断方法及び治療方法の改善又は

有用性の検証」を通じて、 

・「国民の健康の保持増進又は患者の傷病からの回復若しくは生活の

質の向上」に資する知識を得ることを目的として実施される活動 

②人由来の試料・情報を用いて、ヒトゲノム及び遺伝子の構造又は機能

並びに遺伝子の変異又は発現に関する知識を得ることを目的として

実施される活動 

次ページの A-2．チェックリスト にて、審査対象であるかチェックしてください 

申請の必要はありません 

申請の必要はありません 

「人を対象とする生命科学・

医学系研究に関する倫理指

針」や、本学の倫理規則を遵守

して必ず申請してください 

NO 

YES 

YES 

NO 

NO 

YES 

その研究は予備実験・調査（本格的な研究開始前の（単独で発表される

ことのない）、研究組織内の研究者等を対象とした簡易な内容に留まる

予備的な研究であり、明確な仮説検証を行わず、研究者等を対象にした

リスクが軽微且つ、研究責任者が研究対象者のリスクや個人情報保護等

に適切に配慮しているものに限る）ですか？ 

NO 

YES 

申請の必要はありません 

その研究は 

・実施に関して特定の行政機関、独立行政法人等に具体的な権限、責務

が法令で規定されている研究ですか？ 

・倫理指針によらず、法令の定める基準の適用範囲に含まれる研究です

か？ 

NO 

YES 

申請の必要はありません 

NO 

YES 



A-2．チェックリスト 

 

① 

最小限の危機（日常生活で被る身体的、心理的又は社会的危害の可能性の

限度を超えない危険であって、社会的に許容される種類のものをいう。）

を超える危険を含む 

例）アンケート調査等で、いじめられた経験の有無や、自殺願望等、社会

的生活での経験や、日常会話の内容の範囲を超えている質問内容が含まれ

ている 

□YES □NO 

② 介入を伴う可能性がある □YES □NO 

③ 

個人の本質に関わる思考や思想等の情報、その他個人のプライバシーに係

る情報を収集、分析、保存する（第三者に委託する場合を含む）もので、

かつ特定の個人が識別され得る情報を含む 

□YES □NO 

④ 

社会的弱者になりやすい特徴（いじめの経験がある方、障害のある方、乳

幼児など他人の支援を必要としている方等）を有する集団を研究対象者と

している 

□YES □NO 

⑤ 
実験・調査のため、研究対象者に虚偽の研究目的等の説明を用いる手続き

が含まれている 
□YES □NO 

⑥ 

研究対象者や、研究対象者の関係者との間に利益相反関係（研究者・研究

対象者が教師・同僚・雇用主・親族である等、何らかの力関係・血縁関係

がある） 

□YES □NO 

⑦ 
研究資金提供先や共同研究先、研究成果公表学会・学術誌等から倫理審査

の承認を受けることを要請されている 
□YES □NO 

 

一つでも ”YES” がある 

倫理委員会による審査の対象となり得る 

 

※研究遂行中にいずれかの設問に“YES”と答えるような事態の発生が想定さ

れる場合には、倫理委員会への相談・申請をお勧めします。 

全て “NO” 倫理委員会による審査の対象でないと考えられる 

 

 

  



A-3．申請の方法 

 

新規、変更計画に関わらず、研究に着手する前に必ず申請してください。 

 

申請の種類 方法 

新規の計画 

・別紙様式１（研究計画書）※１ 

・説明書※２ 

・同意書／同意撤回書※２ 

・他、実験・調査に使用する書類（質問紙など）※２ 

承認済計画の変更（軽微） ・別紙様式３（軽微変更報告書）※１※３ 

承認済計画の変更（軽微以外） 

・別紙様式２（研究計画変更承認申請書）※１ 

・別紙様式１（研究計画書） 

・他、必要書類※２ 

多機関共同研究であり、 

他機関の一の倫理審査員会で承認済の計画 

・別紙様式５（研究実施許可申請書）※１ 

・一の倫理審査委員会に提出した書類 

・審査結果（承認通知等） 

・他、学長が求める書類 

本学を一の倫理審査委員会として 

審査する研究計画 

審査を受け付けておりません。 

個別機関ごとの倫理審査を依頼してください。 

※１ 押印は不要です。各別紙様式に記入の上、Wordファイルで下記まで提出してください。 

※２ 案件によっては不要な場合がございます。 

※３ 変更内容が（１）（２）（４）（５）のみ、変更事由発生の１か月以内程度であれば、 

   事後報告を認めます。 

（３）「実施期間の変更」は、研究期間が終わる前に報告してください。 

   （６）「その他」は、確認が必要なため事前に報告してください。 

 

 

様式の掲載先 

埼玉大学研究機構HP 

http://www.saitama-u.ac.jp/iron/ethics/hito.html 

 

提出・問い合わせ先 

埼玉大学における人を対象とする研究に関する倫理委員会担当（研究推進・国際連携課） 

MAIL：kshinkou@gr.saitama-u.ac.jp 

 


